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1．はじめに

　広帯域の電磁気探査により目本列島の地殻内構造を電

気伝導度により評価する研究が長年行われてきた。しかし、

地殻内に存在するような岩石の電気伝導度を室内実験で

精査する研究は極めて少ない。特に地殻中部や下部地殻の

電気伝導度は地域により大きく異なり、電磁気観測のみか

らでは、その成因を特定する事は難しい。そのため、実験

室内で測定された岩石試料の電気伝導度の値を限定し、比

較研究することが重要となっている。

2．実験方法

　本研究では、下部地殻を代表する北海道・日高変成帯の

グラニュライトの電気伝導度を測定した。試料は温度・圧

力履歴が明確である岩石を選択し、造岩鉱物が均一になる

様に10μmに粉砕した後、約1000Kの温度まで昇温

させると同時に約1GPaの加圧をおこなった。これらの条

件はグラニュライトがうけた変成作用の温度・圧力に一致

している。同時に、採取した岩石に必ず存在する空孔を無

くすことができ、サイズが小さな試料でも均一に合成・焼

結することができた。電気伝導度測定に際しては、岡山大

学固体地球研究センターの高圧発生装置（UHP・2000！20）

により約1GPaまで加圧した。試料を封入したアセンブリ

は主にMgO及びBNで構成されており、アセンブリ内部

や外部のアンビルと試料は十分に絶縁されている。アセン

ブリはトランケーション15mmのマルチアンビルで等

方的に加圧した。試料の加熱は20μm厚のニクロムヒー

ターを利用し、温度測定はクロメルーアルメル熱電対によ

りおこなった。試料の昇温については、約500K付近で

試料周辺に存在する水分の消失を確認して段階的におこ

なった。電気伝導度の値は、周波数0，01Hz・1Vp－p振

幅の定常信号によりインピーダンスやキャパシタンスな

どを算出し、その場で結果を確認した。

3．結果と考寮

　図1に約1GPaで測定されたグラニュライト岩石の電気

伝導変化を示す。このグラフで特徴的なことは・常温付近

から500K付近までと1000K付近までの電気伝導の勾配

が異なることである。さらに、岩石電気伝導度測定では困

難であった温度上昇時と下降時の電気伝導変化がよく一

致しており、電気伝導の測定結果の再現性が確保されてい

る点である。本研究では試料の径と厚みからグラニュライ

トの電気伝導度（比抵抗値の逆数）を算出した。これらの

実験から、複雑な組成を持つ下部地殻の岩石の電気伝導度

を測定する技術が確立し、電磁気探査などから得られた観

測結果との対比が可能となる。
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Fig、1．The　variation　of　electrical　con（1uctance　of

granulite　at　temperatures　to　1000K　an（玉　under

pressures　to　ca　l　GPa．
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